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■ 自己＋事例紹介：土木学会での「施設再編WS」企画・ファシリテーション

再配置検討の論点

適正校数による
統廃合再配置案の策定

廃校施設の再利用検討

適正校数の算出

学校統廃合シミュレーション（東洋大 PPP）＋ My City Forecast（東大 関本研）

土木学会 土木情報学委員会 インフラオープンデータ・ビッグデータ研究小委員会
「インフラオープンデータ・ビックデータ利活用ワークショップ」 2017年 http://committees.jsce.or.jp/cceips17/node/9

https://mycityforecast.net/

参照可能なデータ
・現在～将来人口
・コンパクト化試算
・アクセシビリティ試算
・行政コスト試算
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http://committees.jsce.or.jp/cceips17/node/9
https://mycityforecast.net/


■ 事前調査（AM実践検討部会 個別施設計画策定に係る課題の分析）
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KH Coder 3 による
抽出語の共起ネットワーク分析



■ 事前調査（AM実践検討部会 グループ別の特徴分析）
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KH Coder 3 による
抽出語の対応分析



■ 事前調査（施設再編に向けたWS等：開催方法別の意見特徴の簡易分析）

総合的

個別的

地域全域

地区別WS

出張講座

選抜WS

施設利用者
説明会

利用者・運営者による
現状ベースの課題に焦点

参加者の属性が
偏る可能性も…

議論は深掘りできるが
少人数の意見…

多様な属性にリーチ可能
（ex.学校への出張講座等）
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それぞれの方法には「得手・不得手」があるのではないか…

例：四條畷市

例：長野市
例：高山市

例：新潟市



■ 地区別説明会での意見例（A市）
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KH Coder 3 による
検索語（学校）の共起ネットワーク分析



■ 施設関係者向け説明会での意見例（A市）
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KH Coder 3 による
検索語（学校）の共起ネットワーク分析



■ B市：学校統廃合に関する意見特徴の例（地区説明会⇔保護者説明会）
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KH Coder 3 による
抽出語の対応分析



■ C市：数十回の出張説明会で収集した意見の分類例
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KH Coder 3 による
多次元尺度構成法による分析
（クラスター数：８）



仲介型
・相手や論点・目的が明確になった段階
・議論を深める

集会型
・相手や論点・目的が明確でない段階
・多くの主体の参加が望ましい

図表出典：板倉 信一郎. (2016). 地域政策実施時の合意形成にむけたコミュニケーション過程に関する考察. 
実践政策学 第2巻1号

ま
と
め
る

つ
た
え
る

■ 合意形成に向けたコミュニケーション過程（大阪大学COデザインセンター）
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モデレーション
ver.1



■ 東洋大学PPP研究センター「学校統廃合 シミュレーション」の考え方

To-Be

As-Is

地域全体の将来像を先に
描くことで、 全員が関
係者、子どもや孫のこと
を考えるようになる

現状は微調整の発想
（大多数の無関心と
少数の大反対）

図表出典：根本 祐
二. (2018). 人口減
少時代における地
域拠点設定とイン
フラ整備のあり方
に関する考察 －学
校統廃合シミュ
レーションに基づ
く試算結果. 東洋
大学PPP研究セン
ター紀要,8,1-24.
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■ 「システム思考」と合致する「学校統廃合 シミュレーション」の考え方
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Events

Trends & 

Patterns

Structure

氷山モデル

公共インフラ老朽化
（将来的な財政不足）

施設再編・統廃合

事後保全など
一時的な修繕

応急措置

根本解決

問題の
見えにくさ

根本的変化への
プレッシャー

イノベーションに
向かうリソース

小ロット
分割発注

財政的な制約

図表：下記書籍の記載内容を参考に、筆者が二次的に作成
デイヴィッド・ピーター・ストロー (2018). 社会変革のためのシステム思考実践ガイド. 英治出版.

応急措置

根本解決

Menntal Model



■ イシス編集学校の情報編集の型「BPT」を応用する

B P T

フォアキャスト

バックキャスト

多様な可能性

To-BeAs-Is
相互共振 相互共振Base TargetProfile

Bへの作用 Tへの作用
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現状の延長線で微調
整を続けたら？

あるべき将来像に向
けて、根本解決を目
指したら？

As-IsとTo-Beを繋ぐ

• アナロジー：類推し連想する能力
• アフォーダンス：対象から与えられている行

動の可能性に気付く能力
• アブダクション：仮説を立てて推論する能力

参考：https://logmi.jp/communities/826

https://logmi.jp/communities/826
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• 生活エリアの基本単位

• 将来的なエリア持続に必要な基本要素（子育て世帯の常住）

• ハコモノ施設における比率（施設数/延べ床面積）が高い

• 教育の「質」確保の観点で「適正規模」での運営が不可欠

■ 学校統廃合シミュレーションを起点に合意形成を進める理由

学校統廃合の検討は

施設再編推進の極めて重要なマイルストーン

一つの施策で「複数の課題解決」が求められる

一つの施策が「多様なアクターに影響」を与える



■ 学校機能単体での評価だけでなく、避難所など多機能・複合化の観点が必要

エビデンスをベースとした
多様なステークホルダーとの対話が必要

現実認識を揃えるには
エビデンスを重畳したマップの活用が有効
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仲介型

メディエー

ション

コーディネー

ション

集会型

モデレーショ

ン

ファシリテー

ション

意見収集合意形成

市民全体
ステークホル

ダー代表

バラバラな現実認識

フォアキャスト

バックキャスト

Blind Men and the Elephant
S. Gross (CC-BY-SA 2.0)

レイヤ：問題の「地と図」の切り替え
ズーム：鳥の目（広域）⇔虫の目（小地域）



１：学校統廃合シミュレーションによる残存校＋徒歩到達圏域（生活圏）分析

徒歩10分/800m
徒歩20分/1,600m
徒歩30分/2,400m 圏域
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使用ソフト：QGIS3.6、使用データ：地理院地図 傾斜量図、国土数値情報 学校
到達圏解析：Openrouteservice API、ORS Tools（QGIS Plugin）



２：残存校到達圏域に将来の小地域人口を重畳（0～14歳予測人口：2030年）

徒歩圏域外に居住する児童の
アクセス手段・生活上の課題を検討
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使用ソフト：QGIS3.6、使用データ：地理院地図 傾斜量図、国土数値情報 学校、同 500mメッシュ別将来推計人口
到達圏解析：Openrouteservice API、ORS Tools（QGIS Plugin）



３：残存校到達圏域に災害リスク（土砂災害・浸水想定区域）を重畳

赤：土砂災害警戒区域
青：浸水想定区域
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使用ソフト：QGIS3.6、使用データ：地理院地図 傾斜量図、国土数値情報 学校、同 土砂災害警戒区域、同浸水想定区域
到達圏解析：Openrouteservice API、ORS Tools（QGIS Plugin）



４：残存校到達圏域に将来の小地域人口を重畳（予測総人口：2030年）

地域内の日常生活サービス拠点
防災拠点として
機能集約・複合化の可能性を検討

19
使用ソフト：QGIS3.6、使用データ：地理院地図 傾斜量図、国土数値情報 学校、同 500mメッシュ別将来推計人口
到達圏解析：Openrouteservice API、ORS Tools（QGIS Plugin）

施設統廃合で広域避難
場所、二次避難所、一
次避難所はどうなる？



５：公共ROA｜施設カルテ等との照合（鳥の目⇔虫の目）

施設カルテ・施設別行政コスト計算書
道路メンテナンス年報 等

地理・時間的な
関係性との照合

個別施設の
現状との照合
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図表出典：天神 良久. 
(2018). 公共ROAのベ
ンチマークデータ収集
と、予防保全・建物長
寿命化の施策による
VFMの経済的効果分
析. 東洋大学PPP研究
センター紀要,8,1-20

老朽化度
利用度
総コスト等

中長期の財政
予測との照合

↓
施設削減目標

公共施設等総合管理計画
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図表出典：JAGES（Japan Gerontological Evaluation 
Study，日本老年学的評価研究）AMED研究班 2016年
エビデンス集 ver 3.5 より

加えて・・・

団塊ジュニア世代が後期高齢化する

2040年代には「未婚高齢者の増大」

が新たな問題になる見込み

2040年 75歳以上未婚者人口推計：1,790 千人

（2015年 552 千人の約3倍に…）※1

※1 データ出典：日本の世帯数の将来推計(全国推計) 
( 平成30年推計) / 国立社会保障・人口問題研究所

６：将来の人口動態に潜むリスクと対策に関するエビデンスとの照合



■ エビデンスを用いた現実認識の摺合せから合意形成に向けて
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仲介型

メディエー

ション

コーディネー

ション

集会型

モデレーショ

ン

ファシリテー

ション

意見収集合意形成

市民全体
ステークホル

ダー代表

バラバラな現実認識・方向性

フォアキャスト

バックキャスト

エビデンスに基づく現実認識の摺合せ

ペルソナとストーリー

サービスデザイン思考
システム思考

Shared Direction

ア
プ
ロ
ー
チ

検証 仮説

フォアキャスト バックキャスト



■ 多様な可能性の可視化（サービスデザイン思考の応用）
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画像及び引用箇所出典：行政情報システム研究所. (2018). 行政に
おけるサービスデザイン推進に関する調査研究. PP.15 

“アンケート調査や有識者に対するヒアリングだけでは、表層的な理解
や 顕在化しているニーズしか捉えることができず、ユーザーの潜在的
なニーズを汲み 取ることは難しい。実際にユーザーがサービスを利用
する環境に⾝を置き、ユーザー視点に立って観察し深く理解すること
によって、潜在的なニーズや課題に対する洞察を得ることが本質的な
「ユーザー中心」となる。”

画像出典：Sunlight Foundation. (2018). Tactical 
Data Engagement - Library of user personas for 
open data

「人間中心デザイン」→ ユーザ理解の可視化ツール「ペルソナ」



■ 生じうる正負の影響・可能性をペルソナで可視化する
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デモグラフィー
・年齢
・性別
・家族構成
・世帯収入

︙

アクセシビリティ
・日常生活拠点 --分
・最寄り駅 --分
・最寄りバス停 --分

︙

課題の相関図

想定される課題
・
・
・
・
・
・

背景：・・・・・・・・・・・・・・
特徴：・・・・・・・・・・・・・・

ペルソナ：A

出典 https://futureofageing.blog.gov.uk/2015/10/01/design-
and-open-policy-making/

• To-BeシナリオとAs-Isシナリオ分の

「様々な可能性の可視化」が目的

• デモグラフィーやアクセシビリティを

ベースに想定する利用者像をペルソナ

原型として分類

• ペルソナの想定課題は、ステークホル

ダー間の対話でエビデンスを基に抽出

• 現在のステークホルダーが「将来の市

民」の視点で、地域のあり方や施策を

具体的に考える端緒に

解決策の
検討へ

シナリオタイプ

関連するエビデンスを併せて添付

https://futureofageing.blog.gov.uk/2015/10/01/design-and-open-policy-making/


■ 二つの世界観の多様な可能性をペルソナを登場人物とした「物語」で可視化
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仲介型

メディエー

ション

コーディネー

ション

集会型

モデレーショ

ン ver.2

ファシリテー

ション

意見収集合意形成

市民全体
ステークホル

ダー代表

モデレーション
ver.2

B

T

フォアキャスト

バックキャスト

現状の延長線の場合…

根本解決を行った場合…

施設・土木インフラによる解決策以外で
地域共助、ITサービス等による補完手段は？

物語

物語

物語
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使用ソフトウェア・データセット

• QGIS 3.6 https://www.qgis.org/ja/site/

• Openrouteservice API, ORS Tools https://openrouteservice.org/

• KH Coder 3.Alpha http://khcoder.net/

• My City Forecast https://mycityforecast.net/

• 国土数値情報 http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html

• 地理院地図 https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html

■ まずは役所内で試行～ナレッジ共有から実践へ

https://www.qgis.org/ja/site/
https://openrouteservice.org/
http://khcoder.net/
https://mycityforecast.net/
http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html
https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html

